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米国金融政策（2023年2月FOMC）
0.25%ポイントの追加利上げを決定

1/1

2023年2月2日

指標次第も追加利上げを示唆、金融環境の短期的な弛緩を牽制せず

FRB（米国連邦準備制度理事会）は1月31日-2月1日（現地）にFOMC（米国連邦公開市場委員会）を開

催し、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジを、4.25～4.50％から4.50～

4.75％へ0.25％ポイント引き上げることを全会一致で決定しました。FRB高官が会合に先駆けて示唆して

いたように、利上げ幅は前回の0.50％ポイントから再び縮小しました。そのほか、国債やMBS（住宅ロー

ン担保証券）の保有額縮小も、計画通り実施していくことが再確認されました。

声明文は「誘導目標レンジの継続的な引き上げが適切」と引き続き指摘し、パウエルFRB議長は政策金

利を「十分に景気抑制的な水準」へと引き上げる姿勢を再三強調しました。現時点では3月ないしは5月で

利上げ休止の可能性が高いと考えられます。 他方、2023年中の利下げを改めて明確に否定しました。

債券市場ではFOMCを受けて幅広い年限で金利が低下しました。パウエル議長はインフレ抑制に向けて

進捗が見られつつあることに言及したほか、足元における金融環境の弛緩に対する牽制を見送ったためで

す。FF金利先物では今年6月をピークに金利は低下しており、年内の利下げ期待が強い格好です。

先行きの金融政策について、FRBは今後発表される経済指標次第であることを依然強調しています。パ

ウエル議長が再三指摘したように、労働需給のひっ迫感解消が一段と進むかがポイントになりそうです。

（注）FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

政策金利と政策金利見通しFF金利と米国債利回り

（出所）ブルームバーグ

（注）FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

（2022年1月初～2023年2月1日）（％） （％）
（政策金利：2022年1月初～2023年2月1日）

（FF金利先物織り込み：2023年2月～2024年12月）
（FRB政策金利見通し：2022年12月時点）
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